
６月の第３日曜日は「父の

日」です。母の日に比べて影

が薄いような気がしているの

は私だけでしょうか。母の日

にカーネーションを贈るとい

うことはよく知られています

が、｢父の日に贈る花は？」と

聞かれて、答えられない人も

いるのではないかと思います。

父の日に贈る花は「バラ」だ

そうですが、あまりその日に

バラを目にした記憶もありま

せん。

こんな愚痴のようなことを

書きたいわけではなく、父親

の役割について考えてみたい

と思います。

学校は子ども達の社会化を

促すところだということは、

今までにも触れています。集

団の中の自分、集団の中の相

手を意識させ、そして互いの

思いや考えを伝え交換できる

人間関係を築いていかねばな

りません。そのためには人間

関係の基礎基本となるあいさ

つや返事、言葉遣いや時間を

守ることなどを繰り返し指導

することになります。子ども

達にその意味が理解できない

ことでも、身に付けさせなけ

ればならないことは徹底しな

ければなりません。だから学

校は「父性の場」だと言われ

ています。

このように、子どもの成長

には前面に立ちはだかるもの

が必要です。亡くなられた河

合隼雄さんは、その前面に立

ちはだかるものを「父性」と

表現しておられます。そして

この父性を父親がきちんと発

揮していないのではないかと

いうことを、養老孟司さんが

指摘されています。父性は父

親だけが持つものではありま

せんから、母親がその両方を

うまく使い分けていれば問題

はありません。その場合父親

の役目はどうなるのでしょう。

養老さんは「妻の良き理解者

になること」と言われていま

す。しかし、これもなかなか

難しいことかも･･･。

父親も母親もどちらも父性

を発揮できなければ、子ども

の成長にとっては問題です。

最後に子どもを大きく包み込

むのが母性ですが、母性だけ

では決して健全な成長は望め

ません。

現代は父親が父性を発揮し

にくい時代と言われています。

父親の役割は、今まで以上に

ますます重要になっています。
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単元テストに取り組む２年生

３年生の学習の様子

今日から３日間、中学部で

は期末テストが行われます。

これに備えて、４人は何日も

前から計画的に学習を進めて

来ました。これまでの学習の

成果をしっかりと発揮できる

ように、精一杯取り組んでほ

しいと思います。

「もう少しやっておけば良かっ

た･･･」という後悔は、必ず繰

り返してしまいます。できる

限りの準備をし「これだけやっ

たんだから」と自信を持って

言えるようであれば、結果の

良し悪しはあったにしても、

きっと自分の力を伸ばすこと

ができていると思います。

みんな全力で乗り越えよう!

中学部
「期末テスト」

始まる!

中学部「美術」の作品

期末テストにのぞむ中学部



全国学校図書館協議会の機

関誌に「学校図書館」という

冊子があります。その中に昨

年６月に実施された「全国小・

中・高校生の読書調査結果」

というものがありましたので

紹介したいと思います。

この調査結果によると、昨

年の５月一か月間に子ども達

が読んだ本の冊数は、

○小学生 ＝ ８．６冊

○中学生 ＝ ３．７冊

○高校生 ＝ １．７冊

ということでした。

小学生は前年１１．４冊だっ

たものが３冊近く少なくなっ

ていますが、ここ１０年間は

着実に冊数を伸ばし、近年は

８冊から９冊台を維持してい

るそうです。また中学生は、

昨年の３．９冊からやや下が

りましたが、ここ数年ほぼ３

冊台を維持しているようです。

高校生は、昨年の１．５冊か

らやや数値は上がったものの、

依然として平均１．５冊台と

極めて低い水準です。

またこの調査は、不読者(５

月一か月間に１冊も本を読ま

なかった者）も調査していま

す。それによると、

○小学生 ＝ ５．４％

○中学生 ＝１３．２％

○高校生 ＝４７．０％

となっています。高校生の半

数近くが全く本を読んでいな

いという状況は、ここのとこ

ろずっと続いているようです。

学年が上がるにつれて読書

量が減少し、不読者が増えて

いくというのはどうしてなの

でしょう。確かに中・高校生

は勉強や部活動で忙しく、読

書の時間が取りにくい状況は

あると思います。しかし自分

に読書の意欲があれば、たと

えわずかな時間であっても本

に向かうことはできます。そ

う考えると、読書の意義や喜

びを知らないからではないか

と私には思えます。

自己を確立し生き方を考え

始める中・高校生時代に、じっ

くりと読書に親しむかどうか

は極めて重要なことだと思い

ます。小学生のうちに、いろ

いろなジャンルの本に向かい、

本を読む楽しさをぜひ実感さ

せておきたいと思います。そ

うすることで、忙しさの中で

も読書をしようとする気持ち

を持った子どもにできるので

はないかと思います。

「人間として、人間らしく生

きるために読書は欠かせない

もの」ではないかと、私自身

は考えています。
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集中して読む「朝読書」

６月の｢おすすめ本｣のコーナー

教室の窓際に置かれたプラ

ンターや、鉢に植えられた植

物たちは、この暑さに負けず

元気に育っています。

とは言え、一時の勢いがな

くなってきたように見え心配

しています。先週の記録温度

計では、連日４８度を記録し

ています。この気温ではこれ

から先うまく育たなくなるの

ではないでしょうか。

せっかくここまで頑張って

育ててきたものです。 暑さの

中で生きようとしている植物

たちに「がんばれ！」と応援

してやりたくなります。

厳しい暑さに負けず 頑張る植物たち！

みんな良く本を借りています

「あさがお」と「モロヘイヤ」



先週大使館の見学をさせて

もらい、そのお礼を感想も交

えて全員が書きました。高学

年が書いたものを中心に、そ

の１部分ですが紹介します。

①北爪大使様のイスにすわれ

るのはカタールだけだと思い

ます。北爪大使様はやさしく

て大好きです。

②北爪大使のイスはとても気

持ちよかったです。わたした

ちが喜ぶようなことを考えて、

させてくださる北爪大使が大

好きです。大使夫人も親切で、

いろいろなことを話してくだ

さるので大好きです。北爪大

使も大使夫人も、いつも日本

人学校をおうえんしてくださ

るのでうれしいです。

③城にしかないような、とて

もごうかな場所でべん当を食

べさせてくれてありがとうご

ざいました。きちょうな地球

ぎをさわらせてくれたり、大

使のイスにすわって写真をとっ

てもらったり、北爪大使はとっ

てもやさしかったです。

④私が１番すごいと思ったこ

とは、川村さんがこの仕事を

しようと思った理由です。私

は自分がやりたいことを、責

任を持ってできるというのは、

すごくかっこいいと思いまし

た。また外国にいても選挙に

参加できるというのはすごい

と思いました。

⑤僕が１番心に残ったことは、

パスポートとビザをつくる機

械です。ビザをつくる機械は

すぐ人の顔を認識して日本は

「やっぱすごいな～」と思い

ました。川村さんの話で、自

分からこの中東に進んで来て、

今危ないイランにも行ってみ

たいと言っていたので「カッ

コイイな～」と思いました。

⑥私は経済と聞くと、難しい

なぁと思ってしまうんですが、

輸入や輸出が深く関係してい

てお金の動きが主なものだと

いうことを知りました。世界

の幸せを考えておられるのは

すごいと思いました。

⑦日本の文化を広報するのは

大変だと思うのに、１分間に

まとめてDVDにしたり、雑誌に

まとめたり工夫されているの

に驚きました。私はそのDVDを

見て、日本が恋しくなるほど

よくできていると思いました。

⑧天野さんに見せていただい

たDVDの「YOKOSO JAPAN」はお

もしろい映像でした。天野さ

んのことはスピーチ大会やそ

の他の行事でよくお目にかか

りますが、働いている姿を見

るとすごいなぁと思います。

次に学校でイベントがある時

は、僕もお手伝いしようと思

います。

⑨毎日アラビア語の新聞やテ

レビを見て、政治の動きを日

本に報告するのは大変なんだ

ろうなと思いました。通訳の

仕事もすごいと思いました。

⑩大使に仕事のやりがいを質

問した時「ドーハ日本人学校

を開くことができたことです」

と言われとても印象深く残っ

ています。日本ではできない

体験を何度もでき、安心して

生活できることは北爪大使を

はじめ大使館の方々のおかげ

だと思います。

⑪西田さんの話を聞いて、カ

タールの人たちは日本人と違っ

て時間を守らないことがある

という点は、僕も何回も経験

しています。これからもドー

ハと日本の関係をさらによく

していってください。僕たち

中学部も、今回の話を生かし

ていきたいと思います。

⑫本間さんの話から日本とカ

タールの関係をより深く知る

ことができました。輸出入の

流れをよくする。カタール人

に日本の持つ技術をアピール

する。そしてカタールと日本、

２つの国の関係を促進してい

く。ご苦労も多いかと思いま

すが、頑張ってください。
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今回も大変お世話になりました

一人一人がお礼を書きました



休み時間の過ごし方がずい

ぶん変化してきました。以前

は毎日のように「こおりおに」

をしていましたが、児童生徒

数の増加とともに遊びの種類

も増え、子ども達の中にいろ

いろな集団ができるようになっ

てきました。それによって、

より子どもらしさが発揮でき

るようになってきたのではな

いかと感じています。子ども

らしさの発揮というのは、わ

がままも含めて自分の感情を

相手にぶつけられるというこ

とでもあります。

常に全校で、しかもその中

に先生や大人が入っていると、

あまりもめ事は起こりません。

しかし、それはあまり望まし

い姿ではありません。素直な

感情の交流を繰り返し経験し

ない限り、社会性は育たない

からです。

分かりやすく言うと、自分

の周りには思い通りにならな

いことがたくさんあるという

ことを知らなければならない

ということです。幼い子ども

がそれを最初に知るのは、や

はり遊びの中なのだと思いま

す。それぞれの遊びにはルー

ルがあります。自分のしたい

ことだけができるわけでも、

自分だけが良い思いができる

わけでもありません。おもちゃ

や道具も独り占めできるわけ

ではないというようなことか

ら、徐々に他の人や集団を意

識することができるようにな

るのではないでしょうか。

こういうことは、子ども達

の素直な感情の交流の中から

学ぶことなのです。いろいろ

な遊びを通し、いろいろな集

団に属し、自分とは異なる様々

な人との交流によって理解で

きることなのだと思います。

休み時間の様子を見ている

と、子ども達の中に小さな衝

突が見られます。お互いに自

分の思いをぶつけ合いながら、

何とかうまく乗り越えている

ようです。その時に自分の方

が折れなければならない場合

も出てきます。謝らなければ

ならないことだってあります。

相手を許すことも覚えなけれ

ばなりません。

こうした社会性の基礎を築

いていく上で、子ども達にとっ

ての遊びは大変重要です。日

本と異なり、下校してからの

遊びが思うようにできないこ

とを考えると、学校での遊び

は本当に大切だと思います。
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バスケットボールも盛んです

毎週水曜日は全校昼食の日

です。今日も中間休みを使っ

て、昼食委員会のみんなが机

を並べ、ていねいに拭いてく

れていました。決められた仕

事とはいえ、任せられたこと

をきちんとやり遂げるという

ことはとても大切です。

今年度はどの委員会も、と

ても意欲的に取り組んでいる

ように感じます。みんなのた

めに自分の力を使う委員会活

動というのは、本当に貴重な

ものだと思います。

人の役に立つ喜びを、でき

るだけ幼い時から繰り返し経

験させることは、どうしても

必要なことだと考えます。

最近の流行「フリスビー」 昼食委員会のみんな

みんなのために頑張る！「委員会活動」

絵を描いて過ごす子ども達


